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来年度予算の概算要求総額が膨らみ、それをい

かに削減するかが話題になっている。集計された総

額は95兆円台であるが、金額は示さず項目だけを

要求したものもあり、実際の合計額は97兆円を越す

とも言われている。いずれにしても今年度の当初予

算88兆円を大きく上回り、概算要求としては史上最

高額である。これに対し仙石行政刷新会議担当大

臣は、予算額を92兆円まで削る必要があると表明し

た。メディアの関心は、ムダ削減を掲げる現政権

が、各省庁の抵抗の中で果たして92兆円まで削減

できるか、この攻防に集まっている。 

しかし、このような形で92兆円をめぐる攻防に注

目する意味はほとんどないということを、筆者は指

摘したい。問題は、そんな単純なものではない。二

つの点を指摘しよう。第一に、この92兆円という数

字の根拠、妥当性が全く不明なのだ。現状の日本

経済は、厳しい不況と深刻な財政赤字に直面して

いる。そこで財政を削りすぎると不況を悪化させ、逆

に財政を拡大すると赤字が深刻化し国債市場に悪

影響が出る。その中間の「狭い道」を探し出して歩

む・・これがマクロ経済管理である。92兆円という数

字は、そのような管理の中からいかなる根拠で導か

れたのか、一切説明がないのである。むしろ、その

ような管理そのものをしておらず、いわばどんぶり

勘定で示された数字ではないかと懸念される。 

2008年度から2009年度の財政運営は重なる補

正予算などがあったため、マクロ管理が技術的に難

しくなっている。そこに経済の不安定化、補正の一

部凍結も重なった。筆者の個人的試算では、一般

会計92兆円という規模は、やや緊縮的にすぎる財

政スタンスと考えられる。麻生内閣で、相当に歳出

規模が膨らんでいるからだ。いずれにしても政権と

しては、その根拠を示して、的確なマクロ経済管理

を実施しなければならない。 

第二に、たとえ一般会計92兆円という予算規模

にそれなりの合理性があったとしても、その攻防に

だけ注目するのは殆ど意味がない。それは、一般

会計とは別に、特別会計の存在があるからだ。具体

的に、予算編成のテクニックとして一般会計92兆円

という数字を出すのは、極めて簡単なことである。

削減が難しい部分を、特別会計に付け替えればい

いからだ。現実にこのようなことは、過去にも行なわ

れてきた。例えば、国債費（発行と金利）のうち、借

り換え発行の一部を特別会計のなかで行なうなど、

すぐにできることだ。もちろんこれは隠れ借金であり

決して好ましいことではないが、ムダ削減を行なっ

たという姿は、財務省の知恵を借りれば簡単に示せ

る。 

このように、メディアとくにワイドショー的メディア

が面白おかしく92兆円攻防を追いかけても、実はほ

とんど意味が無いのである。結局のところ、一般会

計も特別会計も、また地方も含んだ数字、かつ国債

費を含める前の政策経費に基づく「基礎的財政収

支」を確認するのが、世界の常識である。小泉内閣

以来定着してきたこの概念を、民主党政権はまだ十

分に説明していない。 

“92兆円攻防”の意味不明 
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残念ながらメディアは、92兆円の攻防など現場の

騒ぎに振り回される。もしも政権がそれを承知で意

識的に演出し、問題の本質を隠しているのなら、そ

れはそれで大したものである。しかし、おそらく現状

は、現政権自身が適切な問題意識を醸成していな

いのだろう。一刻も早く、正常なマクロ経済運営を取

り戻すことを期待したい。 
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